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大 月遺跡 Ⅱ
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序

本報告書は、昭和52年度山梨県立都留高等学校校舎改築工事に伴う発掘調査結果をまとめた

ものであります。

本遺跡での考古資料の最初の発見は、仁科義男「甲斐大月の先史遺跡に就て」によると明治

34年に、現在同一場所に存在する都留高等学校の前身である旧制都留中学校当時に、考古資料

特に土器の発見がなされたとあります。

次いで大正７年の中学校理科教室建設の際には広口婆の発見、昭和２年の、富士急行路線敷

設に伴う発掘、さらに現在の校舎改築に伴う発掘調査に至るまで、考古資料が発見されており

ます。

校舎改築工事は、先に昭和50年に調査がなされており、そこでは縄文住居杜１軒と遺物の集

中区１カ所、歴史時代住居吐２軒が検出されております。

今回の調査も前回と同様に、校舎１棟分の範囲の中での調査であります。その結果は、歴史

時代住居杜２軒、溝１基、土壌１基が検出されました。住居杜からは、相模方面からの影響を

うけて製作されたと思われる妻形土器が発見されております。このことより、大月市を含めた

山梨県東部地域は、隣接する相模国と密接な関係にあったものと考えられています。

本報告書が古代甲斐国の研究のうえでの資料として、多くの方々にご利用いただければ幸甚

であります。

末筆ながら、ご協力を賜った関係機関各位、並びに直接調査に従事していただいた方々に厚

く御礼申し上げます。

1992年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義



例 ロ

１．本報告書は､昭和52年度山梨県立都留高等学校校舎改築工事に伴う発掘調査報告書である。

２．発掘調査は山梨県教育委員会文化課が調査を担当し、昭和52年７月18日から８月８日まで

行った。

３．調査現場は、小林広和、里村晃一(平塚市立、金田小)が担当し、以下のものが発掘に従事

した。

補助員

遠藤秀樹、細田俊也、菱山かつよ、中山誠二、小林和男、菊地健一、長谷川一正

高橋央修、下山良明、桜井節子、内藤和久、岡村和子、遠藤和子、香川洋子、萩剛二、

守屋誠司、須藤茂雄、浜田清嵩

４．本報告書の作成に伴う整理作業は以下の者が従事した。

遺物整理は、

伊場章一、塚原康徳、高橋央修が行い、遺物の実測は塚原康則、高橋央修が行った。

遺構のトレースは里村が行った。

５．本報告書の編集、執筆は小林広和、里村晃一が行った。

6．使用地図は国土地理院５万分の１（都留）を利用している。水系レベルは海抜高を示す。

7．出土遺物、報告書の図面類は山梨県埋蔵文化財センターに保管してある。
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第Ｉ章調査に至る経過と調査経過

１．調査に至る経過

本遺跡は、明治34年（1901）の校舎建築の際に考古遺物が発見されて以来、大月市内におけ

る遺跡として認識されてきた。さらに昭和２年（1927）の富士山麓電鉄工事の際には発掘調査

が実施され、「大月遺跡」として発表され、県下でも著名な遺跡として知られるにいたった。

最近では昭和50年度に校舎改築工事に伴い発掘調査が行われており、縄文中期と奈良時代の

集落の一部が確認されて、既に報告済みである。

今回の発掘の契機は、昭和52年の都留高等学校校舎改築事業が決定されたことによる。この

ため県教育委員会では大月遺跡の発掘調査I汁画を実施することを決定し、同年６月22日に発掘

調査通知を提出した。

以上の経過を得て山梨県教育委員会が調査主体となり、昭和52年７月18日から８月８日にか

けて実施した。

２．調査経過

昭和52年

７月18日現場到着テソト・機材置場等を設置、機材搬入

７月19日発掘区を確認後、機械により表土剥ぎ作業

（調査区全体を50qn平均に削平し、同時に作業員により遺構確精査を開始）

７月23日前日迄の掘り下げ面では遺構確認が困難な為、機械によりさらに50cm程度

掘り下げる。同時に削平面を作業員により精査し、遺構確認を進める。

７月26日第１号住居杜を、Ｇ－４，６で確認。精査を行いプラン確認調査を行う。

その結果グリットＧより南寄りに位置する事が判明し、拡張部Ｈを設け掘り下げ、

１号住居杜のプラソ隅丸方形の全容を確認する。

７月27日前日に引き続き、第１号住居杜の掘り下げを開始する。これに並行してＡ

調査区の北側に、Ｂ調査区を設け機械により表土剥ぎ作業を開始する。

７月28日Ｂ地区の西北に土壌１基集石溝１基を確認。さらに東部よりに２号住居杜

を検出し精査後、プラソ隅丸方形を確認する。

７月29日集石溝、２号住居杜の掘り下げを開始する。基本土層図実測作成。

８月２日士塘の掘り下げを開始する。集石溝掘り下げ完了。実測開始。

８月４日第１号住居杜掘り下げ完了。ただちに実測を行う。

８月６日土壌、２号住居祉掘り下げ完了。実測開始。全体図測量。

８月８日発掘作業終了

－１－
































































